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ハッブルの法則

銀河のスペクトルを観測すると，ほとんどの銀河ではスペクトルが波長の長い

ほうにずれている。この現象を赤方偏移という。赤方偏移がドップラー効果によ

って生じるとすれば，赤方偏移の観測から銀河が遠ざかる速度(後退速度)を求め

ることができる。 5
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一般に，波源が観測する人に対して移動している場合には，その波長が変化し

て観測される。この現象をドップラー効果という。光も波の性質をもつので，図

Ⅰ(b)のように光源が移動していると，その波長が変化する。すなわち，図Ⅰ

(a)のように光源が
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▲図Ⅰ ドップラー効果
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が矢印方向に速度 vで

運動している場合は，

観測者Aに対しては光

源が遠ざかっていくた

め波長が長いほうにず

れて観測され，観測者

Bに対しては光源が近

づいていくため波長が

短いほうにずれて観測

される。また，波長の

ずれ Δ
デルタ

λは vに比例す

る。

ほとんどの銀河では，図Ⅱのように，そのスペクトルの暗線が赤方偏移をして

いる。

1929年にハッブル(アメリカ，1889∼1953)は，数十個の銀河の後退速度と距離

を測定し，｢銀河までの距離とその後退速度が比例する」ということを発見した

(図Ⅲ)。後退速度を v，銀河までの距離を rとすると，

v=Hr (Hはハッブル定数)

が成り立つ。これをハッブルの法則という。ハッブル定数の値は最近の研究では，
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